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平成２９年度２月補正予算案（追加提案）の概要について

平成３０年２月２３日

建 設 部

１ 一般会計

（１）補正予算 ４,５１９,６７６千円

・国の補正予算に伴う補正

事 業 名 事業費 事 業 内 容

都市公園安全安心事業 224,800 給水管更新 等

地方道路交付金事業(道路維持費分) 477,529 落石対策工、雪崩対策工

地方道路交付金事業(道路整備費分) 371,878 道路改築

河川改修事業 2,090,000 護岸工 等

通常砂防事業 70,000 渓流保全工

火山砂防事業 60,000 砂防堰堤工 等

地すべり対策事業 150,000 集水ボーリング工 等

重要港湾改修事業 76,000 消波ブロック据付

統合補助改修事業 156,000 泊地浚渫

補助事業 計 3,676,207

国直轄道路事業負担金 144,666 国道７号、遊佐象潟道路 等

国直轄河川事業負担金 149,030 米代川 等

国直轄火山砂防事業負担金 39,273 八幡平山系

国直轄事業負担金 計 332,969

合 計 4,009,176

・決算見込みに伴う補正

事 業 名 事業費 事 業 内 容

道路除雪事業 313,800 除雪に要する経費

空港維持管理費 196,700 除雪に要する経費

合 計 510,500

（２）繰越明許費 ３,６７６,２０７千円

地方道路交付金事業、河川改修事業 等

変更分 ３,６７６,２０７千円
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平成２９年度２月補正予算案（追加提案）の概要について

平成３０年２月２３日

都 市 計 画 課

１ 概 要

国の補正予算を活用し、県立都市公園の利用促進や公園利用者の安全確保のために

必要な施設更新を実施

２ 事業の内訳

（単位：千円）

事 業 名 事業費 事 業 内 訳

都市公園安全安心事業 224,800 県立中央公園の給水管更新等に要する経費

３ 主な事業内容

・スポーツゾーン給水管更新 Ｌ＝１０,５９３ｍ

・青少年教育ゾーンフィールドアスレチック遊具更新 Ｎ＝３基

給水管腐食状況 遊具木材腐食状況

スポーツゾーン

青少年教育ゾーン

フィールドアスレチック遊具更新

ゾーン全体 給水管更新

腐食による破損

腐食による欠損
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平成２９年度２月補正予算案（追加提案）の概要について

平成３０年２月２３日

道 路 課

１ 概 要

国の補正予算を活用し、落石・雪崩対策や災害時に代替性を確保するための道路ネッ

トワーク整備を推進

２ 事業の内訳

（単位：千円）

事 業 名 事業費 事 業 内 訳

地方道路交付金事業 849,407

道路維持費分 補 修 248,500 落石対策

雪 寒 229,029 雪崩対策

道路整備費分 改 築 371,878 道路改築

国直轄道路事業負担金 144,666 遊佐象潟道路 外 ３箇所

合 計 994,073

３ 主な事業内容

（１）地方道路交付金事業（補修）

・事業箇所…比内森吉線 大葛工区（大館市） 外 ２箇所
おおくぞ

比内森吉線 大葛工区（大館市）

転石状況落石対策

転石あり

落石防護柵工

高強度ネット工

-3-



（２）地方道路交付金事業（雪寒）

・事業箇所…国道３９８号 山谷工区（湯沢市） 外 ３箇所

国道３９８号 山谷工区（湯沢市）

（３）地方道路交付金事業（改築）

・事業箇所…西目屋二ツ井線 荷上場工区（能代市、藤里町） 外 ２箇所

西目屋二ツ井線 荷上場工区（能代市、藤里町）

至 能代市

至 藤里町道路改築

バイパス整備

Ｈ２９．６

現道の通行止め

平成29年6月11日

土砂崩落に伴う

現道の通行止め

雪崩予防柵

雪崩対策
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平成２９年度道路除雪事業費の補正について

平成３０年２月２３日

道 路 課

１．降積雪の状況

今冬の降雪は１１月中旬から始まり、県平均の累積降雪量は、２月１３日現在、過去

５か年平均の１．４倍で、４９観測地点のうち４８観測地点で上回っている。

指定観測点の降雪状況（累積降雪量【２月１３日】まで）

観 測 地 点 今 年 度 過去５か年平均 過去５か年比

県 平 均 ６９０ｃｍ ５１０ｃｍ １．４倍

十和田南 ５１９ｃｍ ３６２ｃｍ １．４倍

鷹 巣 ５３９ｃｍ ３９８ｃｍ １．４倍

秋 田 ３３１ｃｍ ２５３ｃｍ １．３倍

横 手 ９２８ｃｍ ５８７ｃｍ １．６倍

２．除雪費の見込み

当初予算の５,２７７百万円に対し、１月末までの執行実績と過去５か年平均から推

計した場合、今後、約３１４百万円の不足が見込まれる。

（主）湯沢栗駒公園線（湯沢市高松） （主）大更八幡平線（鹿角市八幡平）
おおぶけ

３．予算の補正

（１）道路除雪費 ５,２７７．０百万円

（２）道路除雪費見込額 ５,５９０．８百万円

（３）補正額（（２）－（１）） ３１３．８百万円
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平成２９年度２月補正予算案（追加提案）の概要について

平成３０年２月２３日

河 川 砂 防 課

１ 概 要

国の補正予算を活用し、緊急的な河川改修や簡易水位計の設置などのハード・ソフト

一体となった治水対策や土砂災害対策を推進

２ 事業の内訳

事 業 名 事業費 事 業 内 訳

河川改修事業 2,090,000 護岸工、橋梁上部工、移動式排水施設

簡易水位計 等（三種川 外 １５箇所）

通常砂防事業 70,000 渓流保全工（中台沢）

火山砂防事業 60,000 砂防堰堤工（八九郎東沢）

地すべり対策事業 150,000 集水ボーリング工 等（小渕、谷地）

国直轄河川事業負担金 149,030 米代川、雄物川下流、子吉川

国直轄火山砂防事業負担金 39,273 八幡平山系（赤倉沢）

合 計 2,558,303

３ 主な事業内容

（１）河川改修事業

・三種川の河川改修

（単位：千円）

河川改修事業（床上浸水対策特別緊急事業区間）Ｌ＝６．５４ｋｍ

三種川（三種町）

《凡例》

：H30実施予定

：H29.2補正箇所

：H31実施予定

排水樋管工１基
橋梁上部工１基

三種川

県道能代五城目線
長面地区

森岳地区

達子地区

：H29実施箇所

(今回 国補正）
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・福士川の河川改修 ・移動式排水施設（秋田管内配備）１台

・簡易水位計（県管理河川） １７６基

簡易水位計を設置し、河川情報の提供拡充を図る。

（２）通常砂防事業

・中台沢の渓流保全工

従来型の水位計

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ車の操作訓練状況

既設水位局

簡易水位計イメージ

堤防

既設橋梁

米代川

保全家屋

銀杏橋

渓流保全工

組丁橋

福士川（鹿角市）

中台沢（能代市）

護岸工

砂防堰堤（完成済）
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平成２９年度２月補正予算案（追加提案）の概要について

平成３０年２月２３日

港 湾 空 港 課

１ 概 要

国の補正予算を活用し、船舶の安全な航行のため、泊地浚渫による水深の確保や港湾

施設の整備による静穏度の向上を推進

２ 事業の内訳

（単位：千円）

事 業 名 事業費 事 業 内 容

重要港湾改修事業 76,000 消波ブロック据付

統合補助改修事業 156,000 泊地浚渫

合 計 232,000

３ 主な事業内容

（１）重要港湾改修事業：能代港（消波ブロック据付）

（２）統合補助改修事業：船川港（泊地浚渫）

施工済区間 未施工区間

船川港：飛鳥Ⅱ寄港状況写真

外港地区

防波堤（改良）

消波ブロック据付箇所

クルーズ船等接岸場所

本港地区（-10m）岸壁

泊地浚渫箇所
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平成２９年度空港維持管理費（除雪費）の補正について

平成３０年２月２３日

港 湾 空 港 課

１．降積雪の状況

今冬の降雪は１１月中旬から始まり、県内各空港の累積降雪量は、２月１３日現在、

過去５か年平均の１．１～１．２倍と上回っている。

県内空港の降雪状況（累積降雪量【２月１３日】まで）

観 測 地 点 今 年 度 過去５か年平均 過去５か年比

秋 田 空 港 ２９８ｃｍ ２８０ｃｍ １．１倍

大館能代空港 ４７０ｃｍ ３８２ｃｍ １．２倍

２．除雪費の見込み

空港維持管理費のうち除雪費の当初予算１８７百万円に対し、１月末までの執行実績

と過去５か年平均から推計した場合、除雪費総額は３８４百万円となり、１９７百万円

の不足が見込まれる。

秋田空港の除雪状況 秋田空港除雪部隊「雪戦隊なまはげ」

３．予算の補正

空港維持管理費 うち除雪費

（１）空港維持管理費 ９２２,６１７千円 １８７,０００千円

（２）空港維持管理費見込額 １,１１９,３１７千円 ３８３,７００千円

（３）補正額（（２）－（１）） １９６,７００千円 １９６,７００千円
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